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Ⅰ
 

文
化
事
業 

【評価できる点】 

耐震補強工事による利用者離れを回復すべく、さまざまな取り組

みを行っており、前向きな姿勢が感じられる。その一つに SNS の導

入があげられる。また、アンケート等により利用者の声を聞き、改善

できる点や新たに導入できる点など、柔軟な対応を行っており、評

価できる。 

限られたスペースと時間等の中で、利用者のレベルやニーズを

考えた幅広い教室や講座の設定を行っていることは高く評価でき

る。 

市民と陶芸文化や教育活動との接点をさまざまに支援する事業

を展開し、陶芸センターの存在価値を高めている。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

教室によって利用者のばらつきが見受けられる。地域における陶

芸センターの立ち位置と利用者のニーズの関係を、いま一度しっか

りと分析する必要がある。 

外国人の旅行等が多くなってきており、それに向けた外国人向け

のサービスについての企画・検討をお願いしたい。 

 

 

【評価できる点】 

陶芸を通じて、市民の文化振興・芸術的創造性を活かした魅力

あるまちづくりに寄与するという使命を達成するために、しっかりした

方針のもと経営されている点が評価できます。 

目標を達成している講座が多数開講されており、利用者のニーズ

に応えられていることが分かります。 

小学校の総合学習に参加し、子ども達に陶芸への興味をもっても

らえる機会があったことも素晴らしいです。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

陶芸センター独自のグッズの開発や販売は大変良い企画だと思

いますので、実施に向けて今後、積極的に取り組んでもらいたいで

す。 

陶芸センターと市民を結びつける場作りとして、陶芸祭で陶

芸に触れる企画や、バザーなど近隣地域との連携した取り組み

を通じて、陶芸へのさらなる興味喚起の企画を望みます。 

 

【評価できる点】 

陶芸のための種々の機材、窯、材料などを取り扱い、作陶の世界

を維持する役割を果たしている企業が、一般人を対象に、作陶の機

会、場所、講師を提供し、簡単なことから段階を追った作陶を行う場

所づくりをよく行っています。 

一日体験から熟練した技術を要する作陶まで多岐にわたる内容の

陶芸教室を実施しています。対象者も全く初心者の大人から子ども、

そして長年作陶を楽しんできた対象者まで満足させる内容を工夫し

て、陶芸する機会の提供などよく行った。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

新しい需要層の創造が求められると思います。例えば、地域

社会との交流により住民のための施設、学習、趣味の場になる

ことも必要と思います。高齢社会の中でシニアとの連携なども

あっていい。そのために作陶だけでなく、広く陶芸そのものの

知識を紹介していく講座などもあるとよい。 

【評価できる点】 

利用率の高さ、体験型・基礎型・自立型等の開催している教室の

数、広報・紹介等の活動、テーマ性を重視した講座の開催。 

公共機関への対応や陶芸指導者研修等への取り組み。 

 

 

【改善が必要と考えられる点】 

 利用者数の回復には時間を要しますが、回復を促進するには、特

別講演や興味をそそるワークショップ等の多くの企画が必要。 

また、更なる向上には、市教育委員会との連携等が必要ではな

いか。 

 

Ⅱ
 

施
設
運
営 

【評価できる点】 

貸室の稼働率がほぼ 100％と高く、利用者のニーズにしっかりと

対応している様子がうかがえる。 

利用者の行動や導線を分析するとともに、意見に耳を傾けて施

設の環境や使用の改善に積極的に取り組んでいる姿勢は高く評価

できる。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

これまでと同様に利用者のニーズを分析し、使い勝手の良い施

設運営を継続して欲しい。 

 

 

【評価できる点】 

年間 344日の開館日数に対する貸室の稼働率 99％の高さは、大

変評価できる点であり、今後も引き続き、利用者のニーズに応えて

いただきたいと思います。 

アンケートを活用した利用者サービス向上も取り組んでいる点が良

いです。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

 

 

【評価できる点】 

貸室利用がほぼ１００％に象徴されるように利用者のしやすい環境

づくりに努力されています。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

一般的に作陶の機会がない人を呼び込むことにもう少し努力され

るとよいと思います。のぼり窯の様子を知ったり、日常的に作陶され

ている方々の作品などを利用して作陶の途中経過から完成までの

プロセスなどがわかる展示物や陶芸の歴史など、いい展示を考えて

みるのもいいでしょう。 

【評価できる点】 

作陶作業の手順に対応できる動線の確保。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

耐震性を考慮しつつ、室内の上部空間の利用する什器の改良。 

Ⅲ
 

維
持
管
理 

【評価できる点】 

施設の老朽化を把握しつつ、その中で保守点検等が適切に実

施されており、熱意をもって施設を管理していこうとする姿勢が強く

感じられる。 

細かなところにも気を配り、利用者を考えた修繕を積極的に行っ

ている。 

危機管理対策においても日常的に取り組んでおり、利用者の安

心・安全に配慮している。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

天災に限らず、築年数を考えると突発的な不具合等も予想され

る。そういった際の対応等、いまから考えておく必要があるのではな

いか。 

 

 

【評価できる点】 

視察で訪問した際、施設の清掃等が大変行き届いており、日頃か

ら維持管理に配慮していることが感じられました。 

 

 

【改善が必要と考えられる点】 

経年劣化による小破修繕は築年数から考えて、今後も必要となり

ますので、具体的な資金計画を行っていくことが必要だと思われま

す。 

 

 

 

【評価できる点】 

古い施設をよく管理し、ユーザーの立場に立って維持していると思

います。 

 

 

【改善が必要と考えられる点】 

一方、利用者も参加しての防災訓練、見学者の増加などを見越し

た視点での施設管理があるとよい。 

 

 

 

【評価できる点】 

古い建物を維持するための、日常的な保守点検。窯業機械・機

材の定期的な点検。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

特になし。 

 

 

Ⅳ
 

収
支 

【評価できる点】 

利用者の声を聞き柔軟に対応する姿勢が収入の確保につながっ

ている。 

経費節減の取り組みとその成果を考えると、来年度以降も引き続

きの取り組みを期待したい。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

特筆すべき事項は見受けられないが、月極駐車代金が高額との

意見が寄せられており確認が必要。 

 

 

 

【評価できる点】 

粘土や釉薬の導入など、指定管理料のみに依存しない収入の確

保及び経費削減の取り組みが積極的に行われており、評価できま

す。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

 

 

 

【評価できる点】 

教室運営をよくされていると思います。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

日常この施設の利用をしていない一般向けに、陶芸、作陶、な

どについての資料作成販売などに挑戦されてはどうかと思いまし

た。 

 

 

【評価できる点】 

 日常の点検。 材料の販売。 

 

【改善が必要と考えられる点】 

特別な道具の開発と販売。 中国からの道具・材料の輸入販売な

ど商品の開拓。  
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そ
の
他 

予算が少ない中で知恵を出し合って広報活動を積極的に行い、

稼働率の維持に努めている。 

 

 

ＷＥＢサイトによる陶芸センターの情報提供や広報の充実を今後

さらに期待します。 

 

 

 

 

 

耐震改修したばかりではありますが、立地を活かした快適な空間

を持つ建物への立て替えが、望ましい。 

 

総
括 

横浜市陶芸センターの役割りをよく理解し、市民への作陶機会を

提供し、陶芸の普及に積極的に取り組む姿勢が強く感じられる。陶

芸文化を通して、柔軟かつ真摯に魅力ある活動を展開しており、高

く評価できる。 

今後も、さまざまな取り組みを行い、信頼と安心感、さらに魅力の

ある施設として、満足度の高い活動を展開して欲しい。 

 

陶芸に触れる機会や、陶芸の魅力を伝える機会が多数設けら

れ、また、市内の公益的作陶活動に対する支援も行われ、陶芸セン

ターが果たしている役割は大きいと思われます。 

今後も引き続き、横浜市唯一の公的陶芸活動拠点として、地域

における更なる貢献を期待します。 

 

 

おおむね、施設の特性をよりよくして、利用者のために維持運営

をされていると思いました。 

近隣にある三渓園との連携なども行ったりするようですが、地域

社会との交流をもっと視野に入れてみてはどうでしょうか。 

そのうえで、陶芸センターをもっと知ってもらう、あるいは親しんで

もらう展開をされてみてはどうでしょう。 

 

それぞれの項目を通じて、前向きな取り組みの姿勢を感じます。

自主努力の限界を感じさせる部分も多く見られますが、利用者のニ

ーズに答えて作陶への意欲を掻立てる施設運営に取り組んでくだ

さい。 

 

 



平成29年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

チェック

B

□目標利用者数 220人 126人 Ｃ

・一日体験教室(電動ロクロ） □電動ﾛｸﾛ体験開催数 10回/年 10回/年 B

□目標利用者数 130人 138人 B

・一日体験教室(季節のやきもの） □季節の焼き物体験開催数 3回/年 3回/年 B

□目標利用者数 60人 42人 Ｃ

・親子陶芸教室 ●親子陶芸教室の開催
□開催数 17日/年 16日/年 B

市内小学校の終業式と重なった為、1日通常講座に変
更。

□目標利用者数 680人 541人 Ｃ
・陶芸祭体験教室 ●陶芸祭手びねり体験、ロクロ体験、楽焼

の各教室 開催
□開催回数

４日間 4日間 B

□目標利用者数 140人 117人 Ｃ

◆基礎型教室の開催
・手びねり初級・中級 ●手びねり初級教室の開催

□開催数
２回/年、16日間 2回/年、　16日間 B

□目標利用者数 330人 　　235人 Ｃ

●手びねり中級教室の開催
□開催数

２回/年、16日間 2回/年、　16日間 B

□目標利用者数 380人 　　186人 Ｃ
・電動ロクロ初級・中級 ●電動ロクロ初級教室の開催

□開催数
２回/年、14日間 2回/年、　14日間 B

□目標利用者数 230人 　　187人 Ｃ

●電動ロクロ中級教室の開催
□開催数

2回/年、14日間 2回/年、　14日間 B

□目標利用者数 200人 167人 Ｃ

◆自立型教室の開催
・自由作陶教室

●自由作陶教室の開催
□開催日数 341日 340日 B

年末年始6日、定期点検3日、ＶＯＣ環境検査1日、陶芸祭
と設営準備日6日、Ｈ29年開始準備期間9日

□目標利用者数 7,000人 　6874人 B

・第2自由作陶教室 ●第2自由作陶教室の 開催
□開催日数 48日 48日 B

毎週火曜日に開講

□目標利用者数 1,200人 852人 Ｃ

◆気軽に陶芸を体験してもらう取組
・電動ロクロ1日体験（再掲）による市民の作陶体験

●気軽にできる陶芸体験
□電動ﾛｸﾛ一日体験の開催（再掲） 10日間/年 10日間/年 B

・陶芸祭での事前予約なしの体験の場の提供 □予約無しでの陶芸体験 ４日間 　実施 B

・各種媒体を使った広報 □新聞・タウンニュース・市営バス内の無料
パンフレット等への掲載や陶芸関連書籍、
陶芸関連ＷＥＢへバナーをアップする。 実施 実施 B

新聞折込チラシ・ヨコハマア－トナビ・神奈川新聞イベント
情報・フエイスブック・全国習い事ｗｅｂサイト・NTTｉタウン
情報,陶芸ネットコム、陶芸ショップドットコム

・在留外国人向けの英語のチラシ・パンフレット作成 □一日体験・自由作陶教室・貸室等在留外
国人向けに英語版のチラシ・パンフレットを
作成

実施 実施 B

1日体験　４回/年　　貸室・自由作陶教室１回/年

・障がい者の方、ハンディキャップのある方の参加し
やすい環境改修の提案

□ハンディキャップのある方が作陶しやすい
スペースを確保するために、作陶台周辺や
釉掛けスペースのレイアウト改善に向けて
検討する。

検討を実施 実施 B

釉薬掛けスペ-スの改良により、作陶台周りの通路の拡
張。

・映像による紹介 □一日体験作陶ガイダンス等を映像で紹介
説明

実施 実施 B
手びねり講座案内と電動ロクロの技法ＤＶＤによる紹介

◆次世代育成の取組
・親子陶芸教室での小学校1年生程度を対象とした陶
芸解説資料の作成

●作陶活動への興味を喚起
□小学校低学年を対象とした焼物に関する
解説資料を親子陶芸などで発布

実施 210部発布 B

『焼物は土と石からつくられる』を発布

・映像による紹介 □手びねりや電動ロクロでの作陶方法等を
映像でわかりやすく紹介 実施 実施 B

陶磁器の出来るまで・1日体験講座案内・電動ロクロ技
法・陶芸祭・穴窯焼成講座のＤＶＤ化

4

5

◆体験型教室の開催
・一日体験教室(手びねり・絵付け）

1

2

3

評価項目

Ⅰ文化事業目標

１　陶芸の普及と市民の作陶
技術向上の支援

評価Ｈ29年度計画 実施状況

実績

●一日体験教室の開催
□手びねり・絵付け体験開催数 10回/年 10回/年

【成果】
　一日体験教室が目標を上回る実績となりました。こ
れは電動ロクロ教室の好調によるものと考えられ、今
後の講座企画の際の参考にできる事例と考えていま
す。
　また、季節のやきもの講座を年間3回開講しました。
レース模様を押し付けたタタラ粘土板を組み合わせて
成形するクリスマスブ－ツはフエイスブックでの反応
も良く、初めて陶芸センタ－に来館される方がほとん
どで人気の講座となりました。
　夏休み親子陶芸教室や学童が多数を占める団体教室
に於いて「焼物は土と石から作られる」を小学生向け
の資料として発布し、横浜国立大学附属小学校3年生37
人の総合学習「陶芸センタ－に行って質問してみよ
う」などでは校内で採取した土で焼き物がつくれる
か、沢山の質問があり、子どもたちに興味を持っても
らうことができました。
　自由作陶教室の在籍率は耐震工事開けより少しづつ
回復し第4回には95％となりました。（第1回85％、第2
回84％、第3回91％、第4回95％）一日体験、手びね
り、電動ロクロの初級、中級講座を終了した方が継続
の受講を希望し、自由作陶教室の在籍率の向上につな
がりました。

【課題】
　1日体験講座・手びねり初級中級は利用者数が全体的
に目標を下回り、上向きの回復とはなりませんでし
た。講座内容のマンネリ化の影響が出てきている可能
性があります。次年度は目標設定ラインを多少下げ、
陶芸への興味を喚起させる新しい1日体験講座と手びね
り講座を企画しなければなりません。自由作陶教室と
第2自由作陶教室の受講者は4月の耐震工事期間終了後
の開館準備期間９日間のため利用者数の減少が見られ
ましたが、1日あたりの利用者数は、ほぼ例年並みの利
用者数となりました。

【評価できる点】
　自立型教室である自由作陶教室の在籍率は95％（平
成29年度第４回は）と非常に高い状況です。陶芸セン
ターに定着している利用者が多くいることを証明する
数値で、非常に評価できるものと考えています。初心
者や中級者向けの体験型教室や基礎型教室の実績は目
標には到達していませんが、自立型教室の人気の高さ
を考えると、これらの教室が固定客を生み出している
と考えられ、陶芸センターがその役割を大きく果たし
ていると感じています。
　また、高齢者の利用者が多い中で、広報媒体として
フェイスブックなどのインターネットを活用し、経費
をかけずに効率的に広報活動を行い、幅広い年齢層に
対して情報提供を行っています。

【改善が必要と考えられる点】
　耐震補強工事による利用者離れを回復するには、広
報活動を行ったりリピーターを増やしたりするなど、
時間をかけた継続的な取組が必要となります。さまざ
まな広報手段や手法を活用し、効果的な集客方法を見
極め、効率的な広報費の執行を考える必要がありま
す。
　また、近隣区の老人クラブや子ども会などにも情報
提供を行うなど、地域の中での存在感をより一層高め
る取組に期待します。既存の広報手法にとらわれず、
トレンドを意識した広報活動にも期待しています。

タタラにレ－スを型取りし、組み合わせて作品を作る。

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」
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平成29年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価） ※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

●専門技能習得講座の開催
□電動ロクロ水挽き徹底教室、年間2回、8
日

２回（８日間）/年 2 回（8 日間）/年 B
ロクロの水挽きだけを繰り返し４日間徹底的におこなう。

□目標利用者数
100人 124人 Ａ

□絵付け教室
２回（６日間）/年 2回（6日間）/年 B

和絵の具の使い方を学ぶ基礎講座。

□目標利用者数
70人 63  人 B

□チャレンジ講座
6回（24日間）/年 6回（24 日間）/年 B

講師・アドバイザーの推奨するチャレンジ講座の開講

□目標利用者数

480人 287人 Ｃ

第１回、52人・第２回、43人・第３回、60人・第４回、22人・
第５回、19人・第６回、91人　　合計287人

□還元焼成講座の随時開催
実施 毎日随時 B

赤土や、銅赤釉、染付けで（呉須）の発色を楽しむ。

□目標利用者数
800人 707人 C

□大物焼成講座の開催
２名/月 2名/月 B

350×400×450ｍｍ以内の大物作陶に挑む。

□目標利用者数
24人 24人 B

□穴窯焼成講座の開催
実施 １回/2年 B

緋色の出やすい焼締土や桃山陶の志野焼に挑む（5日
間）

□目標利用者数
60人 66人 B

●その他単発講座の企画・実施
□三溪園共催講座 1回/年 1回/年 B

陶芸センタ－で制作した抹茶茶碗で三渓園でのお茶の
御点前を楽しむ。

□目標利用者数
40人 38人 B

□一日上絵付け講座の開催
1回 1回/年 B

3日間の九谷焼上絵付け講座を受講した人のみの講座

□目標利用者数
16人 11人 Ｃ

□穴窯焼成体験講座の開催
1回 1回 B

穴窯講座を受講した利用者が薪投入と窯出しを体験をす
る。

□目標利用者数
10人 12人 Ａ

●招待作家（外部）による特別上級講座１回
（年間） １回/年 回/年 B

会津本郷焼、宗像窯、油滴天目茶碗を挽く。

□目標利用者数
24人 18人 B

□陶芸祭時に作陶展を年１回開催
全国公募・横浜アマチュア陶芸展開催

※「全国公募・アマチュア陶芸展」は隔年開
催

１回/年６０人 1回/年66人 B

センタ－利用者66人が出品。陶芸展アンケ－トによる人
気投票は常に人気上位が毎年同じ傾向にあるので、出
品をためらう利用者もいるので廃止とした。

ホームページ上でのネット特別賞発表 未実施 未実施 アマチュア陶芸展は2018年11月に開催

新講座として、季節の焼き物体験を開講
実施 実施 B

季節の焼物、磁器土を使用する講座

講師・アドバイザーの推奨するチャレンジ講
座の開講 実施 実施 B

ルーシ－リ－の技法講座、石膏型鋳込み、子どもの日電
動ロクロ体験、

◆公益的作陶活動の施設指導者対象の研修講座の
開催

●陶芸指導者研修講座
□開催数 １回/年 1回/年 Ｂ

市内小中高学校と少年院陶芸担当官など、幅広い応募
があり、午前講義・午後実技を行いました。

□目標利用者数 15人 16人 Ｂ

◆公共機関等で陶芸の知識を持たない機関に対する
相談対応。

□陶芸についての相談、出張教室の要望等
について積極的に対応 実施 実施 Ｂ

横浜国大付属小綜合学習（3年生　37人）校庭で採取した
土は焼いて陶器のようになるかをみんなで考える。

◆（指定期間5年間において）出張教室・講座等の対
応等、陶芸知識の発信による基地化

●公益的な作陶活動への情報発信
□学童保育へのＤＭ発送 １回/年 1回/年　221通 Ｂ

団体教室案内のチラシを発送

●陶芸知識の基地化
□陶芸についての相談、出張教室の要望等
について積極的に対応（再掲）

実施 実施 Ｂ

電話による相談の受付、陶芸工房の設置、電気窯プログ
ラムコントロ－ラ－の不良原因、陶芸作品を焼成と指導し
てくれる市内の施設の紹介

●団体教室の開催
□開催数 10件/年 7件/年 Ｃ

多くの学童クラブと就労継続支援Ｂ型施設が参加。

□目標利用者数

360人 174人 Ｃ

7

◆作陶活動の成果発表の場の提供
・陶芸祭での作陶展、ホームページで実施するネット
特別賞、「全国公募・アマチュア陶芸展」による全国規
模の作品発表の場の提供

8

◆（指定期間5年間において）新講座、実験的講座の
開講

◆専門技能習得講座として、多くのテーマの講座を企
画・実施
・電動ロクロ水挽き徹底教室
・絵付け教室
・特定のやきもの教室
・還元焼成講座
・大物焼成講座
・穴窯焼成講座
・楽焼焼成講座
・サヤ鉢焼成講座
・招待作家講座

6

12

10

11

【成果】
　横浜国立大学附属小学校３年生の総合学習に参加
し、校内で採取された土が焼き物になるかを、質疑応
答形式で学習意欲を高める教室を開催しました。ま
た、陶芸知識相談として、市内建築事務所からの個人
陶芸スタジオでの窯業機材の設置に関しての相談、市
内個人陶芸教室から電気炉焼成装置のシステムエラ
－、窯業機械と釉薬のリサイクルについて、また、慶
応義塾大学へのイギリス人留学生から貸窯と作品の焼
成方法に関する相談をうけ、特殊焼成方法である『高
温で作品を引き出す』焼成方法は、経験がないと危険
であり、窯の設置状況他と耐火ス－ツが必要であるこ
とを伝えました。

【課題】
　年々減少傾向にある団体教室の広報とタ－ゲットの
絞込みを再考する必要があります。

【評価できる点】
　横浜市唯一の公的陶芸活動拠点として、教育活動に
協力することは非常に重要だと考えます。特に、指導
者のレベルの底上げを行うことは、地域における陶芸
の普及と技術向上に大きく貢献していると考えられ、
高く評価できます。また、一般の市民が陶芸について
の疑問や相談について対応できる数少ない機関であ
り、その役割を果たしています。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

３　市内の公益的作陶活動に
対する支援

【成果】
　今年度は電動ロクロ水挽き徹底講座とチャレンジ講
座の石膏型による磁器土の泥漿鋳込み講座の受講者が
増加しました。
　鋳込み講座は今回が初めての試みとなった講座で、
利用者からは次回も受講したいと要望数が多い講座で
した。
　招待作家講座は今回も人気があり、300年間継承され
ている会津本郷焼、宗像窯の７代目、宗像利浩氏を講
師にお招きし、油滴天目茶碗の実技講座と宗像窯の歴
史も聞くことが出来ましました。

スタッフが推奨する磁器土を使用する醤油差し講座
や前回受講できなかった利用者のためにル－シ－リ－
のピンク象嵌技法講座を再度開講しました。
　穴窯焼成講座では66人が受講、12人が雨の降る中で
の焼成体験でした。焼成体験の映像をＤＶＤに収録し
館内で上映介することが出来ました。
　子どもの日の新企画として『こどもの日無料電動ロ
クロをまわしてみよう』教室を1日限定で開催しまし
た。
　三溪園との共催企画『Ｍｙ茶碗でＭｙお茶会』は38
人の応募がありました。次年度は、楽茶碗を自分で窯
から引き出す楽焼の共催企画にすることにしました。

【課題】
チャレンジ講座は通常の講座よりも若干上級レベル

の講座です。講座の内容によっては受講したくても期
間内に作品を完成できない可能性があるため、次年度
は講座日数を1日増やすなど、余裕のある講座日程を組
むことも検討していきます。

【評価できる点】
　目標達成度の高い講座が多く、陶芸センターの企画
と利用者のニーズが一致していると評価できます。
　特に、穴窯焼成講座は、遠隔地での開催にもかかわ
らず66名が受講するなど、陶芸センターで成熟した利
用者に新たな刺激と陶芸の魅力に触れる機会を作った
点で高く評価できます。
　また、発表の場として陶芸展を開催することも、受
講者の制作意欲を高めるきっかけになっていると考え
らえるため、継続して続けていただきたい活動です。

【改善が必要と考えられる点】
チャレンジ講座では異なる魅力をもつ講座を６回開

催しています。講座により利用者にバラつきがありま
すが、講座の趣旨を考えると少数派のニーズに応える
ところも施設の魅力として考えることができます。
チャレンジ講座のような連続講座を企画する際には、
定員（目標）を講座内容に応じて設定することも検討
してください。

２　市民の主体的な作陶活動
の支援

2



平成29年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価） ※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

◆施設の象徴としての登り窯の活用 ■見学用として活用するほか、公園内にお
けるパネ ル掲出場所として活用 実施 実施 Ｂ

登り窯の構造断面図の設置

■象徴的扱いとし、印刷物等で写真を使い
紹介 実施 実施 Ｂ

ホ-ムペ-ジでの映像紹介。（動画再生回数：講座案内
1054回、陶磁器の出来るまで1234回）

◆（指定期間5年間において）近隣地域と連携した取
組を行うための企画検討。

■近隣地域との連携
実施 実施 Ｂ

近隣町内会に陶芸祭チラシの発布と「元気な本牧根岸ま
ちづくりの会」参加加入

■陶芸祭での三渓園・本牧市民公園・地域
町内会との連携 実施 実施 Ｂ

本牧市民公園にミニ盆栽用を提供

◆陶芸祭で、初めて陶芸にふれる来場者のための企
画実施。

■陶芸祭来場者への対応
実施 実施 Ｂ

陶器市バザ－、自分で選ぶ抹茶茶碗でお茶の御点前
コーナ－、アンケート回答により陶芸グッズが当たる抽選
会

■予約無しでの陶芸体験の実施
実施 実施 Ｂ

当日参加出来るロクロ、手びねり、絵付け、楽焼教室を
開催

■お茶会・バザ－・作品展示会での興味の
喚起 実施 実施 Ｂ

自分で選ぶ抹茶茶碗でお茶の御点前コーナ－、陶芸セ
ンタ－自主グル-プによる特設バザ－の開催

◆施設利用促進のための広報・宣伝活動、ホーム
ページや紙媒体の制作の充実

■スマートフォンサイトからのアクセス環境
の充のため、テンプレートの改変や新規動
画の投入の企画検討

実施 実施 Ｂ
ホームペ－ジをより検索しやすいように、スマ－トフオン
サイトを更新。フエイスブックを開設

■すべての講座募集チラシの作成、配布
実施 実施 Ｂ

全講座のチラシの制作

■陶芸祭チラシの作成、配布
年１回 年1　回　4万部 Ｂ

新聞折込チラシ

■紙媒体への記事掲載の推進
実施 実施 Ｂ

神奈川新聞夏休み親子陶芸教室の掲載、ＮＴＴタウンペ
－ジ

■ホ－ムペ－ジの講座案内年度切り替え
実施 実施 Ｂ

全講座年度内切替の実施

□ホ－ムペ－ジの新着情報の更新
１回以上/月 １回以上/月 Ｂ

■利用者に支障のない一般見学者の受入
実施 実施 Ｂ

一般見学者年間1541人

■電話・ホ－ムﾍﾟ-ｼﾞでの陶芸に関する質問
への対応 実施 実施 Ｂ

都内建築事務所から陶芸工房設計に関する条例等の相
談。市内陶芸教室より電気焼成装置エラ－表示の相談。
他。

◆Webサイトによる施設案内 ■WEBサイトの活用
実施 実施 Ｂ

ホ－ムペ－ジ、スマ－トフオンサイト、フエイスブック

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ以外のWEBサイトへの情報掲
載 実施 実施 Ｂ

ＮＴＴｉﾀｳﾝ情報、じやらんｎｅｔ，ナビタイム、

■ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ上のｷﾞﾔﾗﾘ-の充実
実施 実施 Ｂ

各年アマチュア陶芸展入選作品、

◆陶芸関係のサイト等を活用した広報 ■陶芸関係WEBサイトの活用
実施 実施 Ｂ

陶芸ネットコム・陶芸広場、シンリュウホ－ムペ－ジ，陶
芸ショップドットコム

□無料の全国規模の習い事サイトなどへの
情報提供 実施 実施 Ｂ

日本の学校習い事スク－ルモバイル版・エキテン・Ｅ
ショップロ－カル

◆（指定期間5年間において）陶芸センターの知名度
アップ

■陶芸祭・「全国公募・横浜アマチュア陶芸
陶芸フェステｲバル」を通して近隣地区及び
全国的に知名度を上げる

実施 実施 Ｂ
ホ－ムペ－ジ、フエイスブック、陶芸ネットコム及びシン
リュウ全国各支店、近隣地域へ8万枚のチラシの発布

■メディアの取材に対する積極的対応
実施 実施 Ｂ

メディア取材なし、

◆外国の方向けの情報発信方法の検討 ■英語版チラシ・パンフレットの設置
実施 実施 Ｂ

1日体験講座は3～4ヶ月ごとに更新、貸室・自由作陶教
室は毎年1回更新

■英語で受講できる自由教室受講の案内
実施 実施 Ｂ

4人が自由作陶教室に在籍

13

４　陶芸と市民及び来街者を
結びつける場づくり

【成果】
フェイスブックの開設と、ホームページのスマート

フォン対応により、若い世代の受講希望者が増える傾
向になってきました。また、登り窯構造断面図の掲示
により、立ち止まって掲示版写真を撮る人が増えてき
ました。

【課題】
クチコミや公園内の掲示講座案内看板や横浜市内の

施設に於ける陶芸センタ－の知名度と講座情報の拡散
方法の改善を図る必要があります。

【評価できる点】
　紙媒体やホームページ等を活用して幅広く広報活動
を行い、若年層に向けても情報を発信するなど、新規
利用者の獲得に向けた努力をされています。また、近
隣施設と連携するなど地域に根差した運営をしている
点も評価します。
　一般見学者の受入をはじめ、来館者が陶芸への興味
を持ち理解を深められるよう、登り窯の構造断面図を
設置した点も効果的な取組と考えられます。
　また、陶芸センターの利用者以外の方からの問合せ
にも対応されることは、公共的施設としての役割を果
たしていると考えられます。

【改善が必要と考えられる点】
　近隣区の老人クラブや子ども会などにも情報提供を
行うなど、地域の中での存在感をより一層高める取組
に期待します。また、広報よこはま等行政が発行する
広報誌の活用も検討してください。

５　陶芸センターに関する情報
提供及び広報・プロモーション

【成果】
　陶芸専門誌『陶遊』に『全国公募アマチュア陶芸
展』結果発表記事を掲載した結果、今年度は応募要
項・出品のための問い合わせ等が増加しました。

【課題】
　現在、外国の方向けのサービスが貸室・自由作陶教
室・1日体験教室に限られているため、他講座の受講の
可能性について企画・検討します。

【評価できる点】
　紙媒体やホームページ等を活用して幅広く広報活動
を行い、若年層に向けても情報を発信するなど、新規
利用者の獲得に向けた努力をされています。
　また、外国人に対する情報提供が充実しています。

【改善が必要と考えられる点】
　外国人向けのサービスについては、観光客の見学等
への対応についても併せてお願いします。19

18

21

15

14

16

◆一般見学者へ質問対応や、陶芸ライブラリー、映像
等による詳細な情報、電話やホームページ等を通じて
の相談等の情報発信。17

20

3



平成29年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価） ※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

Ｂ

□開館時間9時～17時 実施 実施 Ｂ
■開館時間・休館日の周知（館内掲示・ホー
ムページ）

実施 実施
Ｂ

各点検休館日、ＶＯＣ空気環境検査、

◆公園条例に基づいた利用料金の徴収 適切な利用料金の徴収
□陶芸成形室半日500円 実施 実施 Ｂ

□焼成料100ｇまでごと に　100円 実施 実施 Ｂ

◆各種講座・新規利用者・貸室の利用率増加のため
の工夫

□貸室稼働率
99% 99% Ｂ

開館日数344日、貸室利用日数340日　稼働率99％

□貸室目標利用者数 5,400人 5194人 Ｂ

□貸室目標利用料収入（焼成料含む）

4,200,000円 4220900円 Ｂ

■新規・長期利用者が、初めて体験する講
座にステップアップできるよう、新講座への
移行、作品のテーマ、釉薬、使用する土の
工夫をする。

実施 実施 Ｂ

Ｎ白信楽土を新たにラインナップ・磁器土を使用する講座

◆アンケートを活用した利用者サービス向上と利用促
進

■利用者アンケ－トを実施
全講座で実施 実施 Ｂ

全講座と貸室・自由作陶教室

■アンケ－トからの改善の実施
実施 実施 Ｂ

新粘土の導入・釉薬掛けスペ-スの改修・ヤスリ掛けスペ
-スの設営

◆利用者への配慮をしながら、可能な限り、施設見学
を受け入れ。

■利用者への支障のない「一般見学者の団
体」の受入 実施 4件/２６名 Ｂ

■穴窯講座への団体見学の受入
実施 12名 Ｂ

団体はなし、アマチュア写真家の見学、穴窯薪投入と窯
出し体験12名

◆（指定管理期間において）施設スペースの有効利
用方法等の検討

■講座教室内のレイアウト変更に伴う作陶
スペース拡張 実施 実施 Ｂ

釉薬バケツ置き場のコンパクト化、貸室作品棚の解体、
組み直し

■釉掛けスペースの改善と移設の検討
実施 実施 Ｂ

釉薬スペ－ス改修と作品ワゴンの製作、屋外ヤスリ掛け
ｽﾍﾟ-ｽの設営（2箇所）

■不良在庫等の廃棄による保管スペースの
確保 実施 実施 Ｂ

センタ－周辺と旧プロパン小屋・粘土貯蔵庫の整理整頓

7

◆適切な運営組織体制と人材の配置（毎日2名以上
の勤務体制）
（センター長1人、所長1人、副所長1人、事務員2人、
講師9人、貸室アドバイザー6人、助手1人）

センター長1人、所長1人、副所長1人、事務
員2人、講師9人、貸室アドバイザー6人、助
手1人 実施 実施 Ｂ

事務パ－ト2名退職、3名の新規採用

■センター長月3日、所長週4～5日、副所長
5日、講師、貸室アドバイザー、助手をロー
テーション勤務、事務部門は毎日2人以上の
ローテーション勤務 実施 実施 Ｂ

講師とアドバイザ－兼任2名、講師、事務職、アドバイザ
－副所長兼任1名、アドバイザ－助手兼任2名。新規事務
職員には適時陶芸知識の説明と技法、歴史のレクチュア
－を行う。講師には招待作家の技法等について作家本
人よりレクチュア－をしてもらう。

■職務分担表により効率的な業務遂行
実施 実施 Ｂ

一ヶ月ごとの勤務スケジュ-ル作成と一週間ごとの焼成ス
ケジュ-ル表の作成

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者の
個人情報の取扱いを適正に行い、事故の内
容に努める

実施 実施 Ｂ
個人情報保護の徹底管理

■マイナンバ－利用者の個人情報漏えい防
止のため、組織的・人的・物理的・技術的安
全管理処置を講じる

実施 実施 Ｂ
個人情報のシンリュウ本社においての施錠管理とパスワ
－ドでの情報管理

■情報公開規程に則り、情報開示請求等の
適切な対応 実施 ０件 Ｂ

□人権に関する職員研修年１回
１回/年 １回/年 Ｂ

個人情報保護に関する講習年1回の実施

■管理・運営上の近隣への迷惑行為への
十分な留意、対策の実施 実施 実施 Ｂ

公園内の安全速度通行、公園内業務通行車両への通行
証の発布と安全走行の指示

■横浜市中小企業への優先発注
実施 実施 Ｂ

電気設備、清掃業務、機械警備、新聞広告

Ⅱ施設運営目標

２　利用者ニーズの把握及び
利用者サービスの向上、アイ
デアノウハウの一層の活用

３　組織的な施設運営

【成果】
　利用者の要望により新たにＮ白信楽土をラインアッ
プし、磁器土を使用する新たな講座を開講しました。
　貸室の全体の在籍率は79％（電動ロクロ87％、手び
ねり58％）となりました。自由作陶教室と合わせての
受講、1名で２枠受講希望などの利用がありました。利
用者の中にはセミプロになることを希望する方もお
り、作陶支援や、自宅の陶芸工房設置のアドバイス、
専門学校の紹介など利用者のステップアップの場とな
りました。

【課題】
　新たな釉薬などが設置スペ－スの都合上増やせない
為、企画検討が必要です。

評価Ｈ29年度計画

【評価できる点】
　開館日数が多い中でも、貸室の稼働率が99％と非常
に高い状況にあり、可能な限り利用者のニーズに応え
ようとする姿勢が評価できます。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

【評価できる点】
　個人情報保護について積極的に取り組んでいます。
利用者の個人情報を扱うことが多い施設ですので、引
き続き、適正な取り扱いに注意してください。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

【成果】
　個人情報保護に関する所内研修を行い、実務におい
て活かされるよう業務点検を行いました。また、マイ
ナンバーについては本社のみで取り扱うことにより、
安全管理を徹底しています。

【課題】
　今後も個人情報を適正に扱っていくため、引き続き
研修を行うとともに、日常業務の再点検を行う必要が
あります。

実施状況

実績

344日/年間 ＶＯＣ検査で1日緊急休館

□開館日数345日、休館日20日
（休館日：清掃・空調機点検2日、電気点検

1日、年末年始6日、陶芸祭準備2日、耐震
工事9日）

【評価できる点】
　パート職員を増員するなど、適切な運営組織体制や
人員を配置している点を確認しました。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

5

4

2

４　個人情報保護等、本市の
重要施策を踏まえた取組

8

１　作陶活動のための施設の
提供

◆適切な施設開館及び施設の貸出

実施

◆個人情報保護・情報公開、人権尊重、環境への配
慮、市内中小企業優先発注等の取組の実施

1

3

◆適切かつ効果的な勤務体制の確立
・各講座の指導部門では、講座担当の講師、貸室担
当の貸室アドバイザー、それらの助手を配置。
・事務部門と指導部門の円滑な連携を図るため、貸室
アドバイザー・講師を兼務できる社員を1名配置。
・事務部門に基本的な陶芸の知識、指導部門に専門
知識等を提供し、全体的な知識のレベルアップを図
る。

評価項目

【成果】
　釉薬スペースのコンパクト化により通路幅員を拡張
しました。また、ヤスリ掛けスペースを屋外へ移動
し、粉塵の人体への健康被害を回避しました。

【課題】
　粉塵等により館内空調機の冷却・暖房効果が減少し
ているので、改善する必要があります。

【評価できる点】
　利用者の意見に耳を傾け、施設の環境改善に取り組
む姿勢は、施設運営の基礎的かつ重要なポイントです
ので、継続した取組をお願いします。
　また、陶芸愛好家の裾野を広げるためにも、一般見
学者の受入は効果的と考えますので、引き続きの取組
をお願いします。

【改善が必要と考えられる点】
　引き続き、日々の整理整頓や動線の見直しを行い、
使いやすい施設づくりを継続してください。

【成果】
　講師・アドバイザ－と事務部門のコミュニケ-ション
により、利用者満足度の高い、効果的な業務運営を行
いました。

【課題】
　今後更なる企画運営・広報の拡充のためには、陶芸
知識を有する事務スタッフの増員の検討が必要です。

6

9

4



平成29年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価） ※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

Ｂ

□定期清掃 ２回/年 2回/年 Ｂ 年2回の全館定期清掃の実施

■管理標準チエックリストの記録 実施 実施 Ｂ 毎日の管理標準チエックリストの記録

■施設設備の日常点検 実施 実施 Ｂ 毎日の見回り点検の実施

■早めの自前小破修繕による高額修繕費
支出回避 実施 実施

Ｂ
非常警報設備電源切替リレ－の修繕

□空調機器定期保守点検 ２回/年 2回/年 Ｂ 年2回の定期点検の実施

■給排水設備点検 随時実施 実施 Ｂ 随時、排水枡と側溝清掃実施、給水設備の毎日点検

■電気設備点検 随時実施 実施 Ｂ 既存劣化コンセント・スイッチの交換工事30ヶ所

□消防設備点検 ２回/年 2回/年 Ｂ 年2回の非常警報設備と非常避難路、消火器の点検

□窯業機械の機能点検 毎月 実施 Ｂ 毎月の窯業機械機能点検の実施

□窯業機械の保守点検 １回/年 1回/年 Ｂ 年1回の陶芸窯の定期保守点検の実施

□下洗い箱を設け、粘土、釉薬が直接流れ
ないよう管理 毎日 実施 Ｂ

毎日の下洗い箱の設置

□排水溝、桝の掃除・汚泥量の記録
２回/年 1回/年 Ｂ

耐震工事休館のため汚泥の排出量が減り、年1回の排出
作業となった

◆公園の管理区域内の環境維持 ■建物の美観維持のため屋根の松葉清掃
や登り窯周辺の草刈 実施 3回/年 Ｂ

年3回の屋根の松葉清掃と登り窯周辺の清掃

◆公園管理者との連絡調整 ■工事修繕他による車両の出入りの連絡
調整 実施 実施 Ｂ

毎月のｺﾞﾐル－ト回収車、電気設備工事車、自動販売機
の入替業務、陶芸材料搬入の公園内通行の連絡調整の
実施

■見回り点検による適切な維持管理

実施 実施 Ｂ

毎日の見回りとスタッフ、利用者からの報告による維持管
理

■修繕部品の直接購入による修繕コスト削
減 実施 実施 Ｂ

修繕資材、機械部品、電気設備部品の直接購入による
経費削減

■早めの小破修繕による高額修繕費の回
避

実施 実施 Ｂ

経年劣化箇所の早めの把握と修理

■緊急連絡網の整備と迅速な市への報告 実施 実施 Ｂ

□ＡＥＤ操作研修 ２回/年 ２回/年 Ｂ 年2回の防災訓練時でのＡＥＤ操作研修

■警備業務一覧を職員全体で認識共有 実施 実施 Ｂ スタッフ全員による毎日の退館時点検とＷチエック体制
の実施

■日常の見回りによる危険箇所の発見 実施 実施 Ｂ スタッフによる館内危険箇所の報告と改善の実施

■消毒石鹸、アルコ－ルでの感染症対策と
嘔吐物処理のマニュアル化と全職員で共有 実施 実施 Ｂ

体調不良者の報告と迅速な対応。

■蚊の発生源の除去と野鳥の死骸の報告 実施 実施 Ｂ 緑の協会と横浜市への野鳥の死骸の報告。

■警備保障会社による２４時間警備（機械
警備） 実施 実施 Ｂ

綜合警備保障㈱による２４時間の機械警備

■緊急連絡網の整備と迅速な市への報告
実施 実施 Ｂ

災害備蓄品の更新と追加

□利用者も含めた防災避難訓練
２回/年 2回/年 Ｂ

年2回のスタッフと利用者参加型の防災訓練とＡＥＤ取り
扱い説明。

■焼成についてスタッフの安全教育、防火
管理の徹底 実施 実施 Ｂ

陶芸窯の取扱、焼成管理、注意事項の共有と防火管理
の徹底

■防災用品を準備、備蓄、更新をする
２回/年 2回/年 Ｂ

年２回の防災用品の更新と準備

■使用済み粘土、釉薬を毎日適切に管理
する 実施 実施 Ｂ

曜日担当スタッフ全員による毎日の管理

□産業廃棄物の管理状況をチェックし、横
浜市ル－ト回収にて適正に廃棄する チェック実施

1回/月
チェック実施

1回/月
Ｂ

毎月の産廃のチエックの実施とルート回収による廃棄

評価項目

Ⅲ維持管理目標

【成果】
　訓練においてＡＥＤの操作方法を学ぶなど、利用者
の安心と安全のための取り組みを行いました。

【課題】
　訓練の効果を職員に定着させるためには、今後も定
期的に各種訓練を実施していく必要があります。

【成果】
　保全管理や点検を遺漏なく実施した結果、一年間無
事故で施設設備の維持保全が出来ました。

【課題】
　近隣において空き巣や盗難等の被害が報告されてい
ることから、防犯対策及び利用者の安全確保のため
に、今年度事務所内に防犯カメラを設置しました。同
様に教室内にも防犯カメラの設置を検討します。

【成果】
　経年劣化コンセント・スイッチ（３０ヶ所）を交換
したほか、非常警報装置停電時電源切替リレ－スイッ
チの修繕も行いました。

【課題】
　既存蛍光管（直管）の経年劣化による交換回数が増
加、蛍光灯安定器の製造も終了している為ＬＥＤへの
交換経費が増加しています。

【評価できる点】
　稼働率が高い施設ながら、積極的に小破修繕を行
い、施設内の環境改善に尽力しています。

【改善が必要と考えられる点】
　抜本的に取り組むべき修繕については、早めに市と
情報共有するとともに、改善個所について積極的に提
案してください。

【評価できる点】
　日頃の危機管理意識の高さが伺える取組がなされて
おり、AED操作研修は陶芸センターのみならず、公園利
用者の安全確保にも寄与していると考えられます。

【改善が必要と考えられる点】
　沿岸部の施設であるため、津波発生時等に利用者が
帰宅困難者となった場合の訓練も検討をお願いしま
す。

【成果】
　災害時に利用者や職員が帰宅困難となった時にも対
応できるよう、災害備蓄品の点検・更新を行いまし
た。

【課題】

【評価できる点】
　危機管理対策に日常的に取り組んでおり、防火管理
等も徹底されています。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

評価

【評価できる点】
　日常の清掃や定期的な保守点検等が適切に実施され
ていることを確認しました。また、公園施設として、
施設周りの清掃なども自主的に取り組んでいます。
　休館日が少ない施設でありながら、日常管理を徹底
し、熱意をもって施設管理を行っている点を高く評価
します。

【改善が必要と考えられる点】
　築49年と老朽化が進んでいることから、不具合や劣
化について、市と情報共有するとともに、改善個所に
ついて積極的に提案してください。

1　施設及び設備の維持保全
及び管理、公園管理

□清掃業者委託による清掃◆施設の安全・安心・快適環境維持と長寿命化対応
の実施

◆保守点検、備品管理、環境維持の実施

実施状況Ｈ29年度計画

【成果】
　適正な廃棄物処理に取組みました。

【課題】

【評価できる点】
　適切に対応していることを確認しました。

【改善が必要と考えられる点】
　特筆すべき事項なし。

２　小破修繕の着実な実行

３　事故予防及び緊急時の対
応

４　防災に対する取組

５　その他管理に関する事項

毎日

実績

実施 開館日すべての毎日清掃

4

3

2

1

5

6

◆日常の取組、危機管理マニュアルの整備、防火・防
災の取組、災害備蓄等の実施

◆小破修繕の取組

◆事故防止体制・防犯、緊急時の対応・感染症対策
等衛生管理の実施

7

5
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Ｂ

■修繕費用の突然支出に備え建物、設備
の劣化箇所を常に点検し把握する 実施 実施 Ｂ

毎日の見回り。

■利用者数の増加が見込める新規講座を
企画する 実施 実施 Ｂ

ル－シ－リ－の技法講座、季節のやきもの講座、磁器土
を使用する講座。

■四半期表での収支の予測
実施 実施 Ｂ

■自主事業講座の受講率を高め、増収を図
る 実施 実施 Ｂ

利用者アンケートと要望による講座の設定

■上級講座による利用料増収
実施 実施 Ｂ

石膏型による磁器土泥漿鋳込み講座、招待作家講座、1
日染付け講座

■独自ｸﾞｯｽﾞの開発、販売の可能性を図る
検討 検討 Ｂ

検討中

■陶芸材料の販売価格見直しの検討
紙やすりの有料化 実施 実施 Ｂ

紙やすりの有料化。

●固定経費の削減努力等
□消耗品、事務用品の節約による事務経費
削減、利用者からの古新聞・古布の再利
用。

実施 実施 Ｂ

利用者からの蛍光管・古新聞・紙袋・古布のセンタ－へ
の寄贈。

■材料の直接仕入れによる輸送コスト削減
実施 実施 Ｂ

陶芸材料等の重量物の輸送コスト削減

■液化燃料（灯油）の直接購入による経費
削減 実施 実施 Ｂ

灯油窯用の灯油の直接購入による年間68,000円の削減

■自前修繕による修繕経費の抑制
実施 実施 Ｂ

非常警報設備の停電時電源切替リレ－の修繕

特記（提案事項要旨） 自己評価 行政評価

1

　平成29年度の陶芸センタ－事業運営は、平成28年度
耐震工事後の開館準備期間を9日間設けたため、4月10
日からのスタ-トとなりました。各種講座の年間のスケ
ジュ－ルは多少変則的な日程でしたが、各講座の講座
日数を加減しながらのスケジュ－ルの構成となりまし
た。1日体験や通常の手びねり講座、団体教室などはプ
ロモ-ションの方法の改善が必要でマンネリ化した講座
内容の一部改変と合わせて初めての利用者により興味
をもっていただける企画を考えたいと思います。ま
た、今年度初めには、スマ－トフォンからのアクセス
が容易になるようサイトを更新し、フェイスブックも
新たに開設しました。アンケート等により利用者の要
望を取り入れ、新規に使用できる粘土を追加し、新講
座に於いては磁器土を素地として使用するチャレンジ
講座も開講しました。毎年開講する招待作家講座では
現代の民芸陶器窯元として300年の伝統が継承されてい
る会津本郷焼（宗像窯）窯元　宗像利浩氏を講師に迎
え、1日のみの講座でしたが盛況のうちに終わることが
出来ました。毎年開講される講座に新たな企画を取り
入れ、マンネリ化することなく講座を企画していきま
す。施設管理業務はいろいろな設備に経年劣化がみら
れ、また、利用者の高齢化のための通路のバリアフリ
－化にも気を配らなければなりません。年々修繕箇所
と経費が建物の築年数に比例して増えているため、
日々の点検に一層励んでいきます。

　耐震改修工事を実施した後に混乱なく業務を再開で
きたことは、これまでの経験の蓄積による運営スキル
の成熟が感じられます。
　教室の開催については、基礎的なものから発展的な
ものまで幅広く開催されており、その内容にも工夫が
見られます。発展的な教室では利用者が少ない場合も
ありますが、市内唯一の公的陶芸施設として、幅広い
ニーズに応える積極的な姿勢を評価します。

広報については、既にチラシ等の紙媒体やホーム
ページ等を活用した取組がなされていましたが、新た
にホームページのスマートフォン対応やフェイスブッ
クページを開設するなど取組の幅が広がっています。
耐震改修前と比較して利用者が減少していますが、こ
れらの広報活動が結実し、徐々に利用者が回復するこ
とを期待しています。
　施設の管理・運営については、日々の施設点検によ
る設備の保全のほかに、業務点検を通じて適正な情報
管理や防災の取組がなされています。今後も取組を継
続し、施設の信頼を高めるとともに、利用者が安心し
て利用できる、満足度の高い施設運営を目指してくだ
さい。

評価項目

Ⅳ収支 実績

実施状況

【成果】
　陶芸材料の販売等により、その他の収入において
234,055円の黒字を計上しました。

【課題】
　今後の収入源として、独自グッズの開発を検討して
いきます。

【評価できる点】
　利用者の声に耳を傾けつつ、収入を確保するための
工夫を重ねていることがわかります。

【改善が必要と考えられる点】
　特記すべき事項なし。

評価

３　経費削減及び効率的運営
努力

【成果】
　今年度も利用者から古新聞や古布の希望を受け付
け、利用者の協力を得ながら施設運営を進めてきまし
た。灯油の直接買い入れによって年間68,000円の経費
削減が出来ました。

【課題】
　地代家賃（月極駐車代金）が高額であるため、改善
の検討が必要です。

【評価できる点】
　灯油の直接買い入れなど経費節減の取組に成果が表
れています。来年度以降も引き続き取組を進めてくだ
さい。

【改善が必要と考えられる点】
　特記すべき事項なし。

実施

１　適切な収支構造及び収支
バランス

●収益の改善と固定経費の削減努力
■陶芸材料の在庫管理を徹底し、計画仕入
れを行う

実施

1

2

◆経費削減等効果的運営の取組

3

◆指定管理料のみに依存しない収入確保の取組

２　指定管理料のみに依存し
ない収入構造の検討

Ｈ29年度計画 実施状況 評価
達成指標 説明

損害保険会社の変更と計画仕入れ。 【成果】
　日常的に施設の手入れを行うことにより、無駄な支
出を抑えました。

【課題】

【評価できる点】
　日々の業務点検から改善点を見つけ出し、収支の適
正化に取組んでいる姿勢が見られます。

【改善が必要と考えられる点】
　特記すべき事項なし。

Ｈ29年度計画

評価項目
総括
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